反対尋問（弁護士→姉）
1、 あなたは被告人と同居していたということですが、同居して何年になりますか
１０年くらいになります。
2、 先ほどの検察官からの主尋問にありましたが家事はすべて被告人に任せているのですか
はい。母がすべて被告人に家事を押し付けていました。
3、 あなたはそれをみて一度でもかわいそうだな、とか手伝おうと思ったことは？
一度もないです。私もいろいろ忙しかったし、被告人は家事をやることに対して嫌そうにみえなかったので全て任せていました。
4、 被告人の家事に対してなにか不満はありますか
あります。だいたい何でもやってくれるけど、動作のひとつひとつがにぶくて何をやるにもたらたらしていてやることが遅いです。
5、 普段被告人とはどのような会話をするのですか
必要なことは話していましたが他は特になにも。
6、 ここまであなたの答えを聞いているとあなたは被告人とあまり良い関係ではなさそうですね。
正直良くないと思います。
7、 では一方であなたは事件当日舞踏会に参加してということですが、被害者に対してはどのような印象ですか
とても優しくてリーダーシップがあってすごく素敵な方だと思います。おそらく市民全員がそう思っていると思いますよ。
8、 そうですか。あなたは被害者に対する印象と被告人に対する印象がずいぶん違いますね
それはもちろんです。被害者の王子さまを悪く思う人はいないと思います。
9、 念のためにお聞きしますが、これまでの証言にかなり個人的な感情や偏見が含まれているということはないですよね
そんなことありません！私は証人として聞かれたことにただ答えているだけです。
